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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本

鉄道車輌工業会（JARI）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規

格を改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，国土交通大臣が改正した日本工業規

格である。これによって，JIS E 5303:1989 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。国土交通大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 E 5303：2015 
 

鉄道車両－ディーゼル機関試験方法 

Rolling stock-Test methods for diesel engines 

 
序文 

この規格は，1973 年に制定され，その後 3 回の改正を経て今日に至っている。前回の改正は 1989 年に

行われたが，その後の技術の進歩に対応するために改正した。 

なお，対応国際規格は現時点で制定されていない。 

 

1 適用範囲 

この規格は，鉄道車両に搭載する走行駆動用及び発動発電機用のディーゼル機関（以下，両者を総称し

て呼ぶときは，機関という。）の試験方法について規定する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 8001 往復動内燃機関の構造に関する呼び方及び用語の定義 

JIS B 8003 内燃機関－機関出力の決定方法及び測定方法－共通要求事項 

JIS E 4001 鉄道車両－用語 

JIS K 2204 軽油 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS B 8003 及び JIS E 4001 によるほか，次による。 

3.1 

負荷運転試験 

実使用範囲の定格回転速度から負荷最低回転速度までの範囲で，各種の負荷又は回転速度に対する機関

の性能を調べる試験。 

3.2 

調速性能試験 

定格回転速度で全負荷から無負荷にしたときの整定回転速度，安定して運転を継続できる無負荷最低回

転速度などの性能を調べる試験。 

3.3 

連続性能試験 

様々な負荷状態で連続運転を行い，運転状況を調べるとともに，連続運転の信頼性を調べる試験。 

 


